
町内の小学校３年生が町内めぐりで議場を見学しました
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令和４年度伊方町継続費精算報告書

　期間　令和３年度～４年度　　精算額　３，３００，０００円　亀ヶ池温泉本館再建工事設計委託業務

令和４年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率

　令和４年度決算における本町の財政状況を地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する比率で示し、

健全な状況にあることを報告。

令和４年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価報告書の提出

　令和４年度における本町の実態を地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づいて評価・点検し、

概ね良好な状況にあることを報告。

令和４年度伊方町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定

　令和４年度伊方町一般会計及び９特別会計歳入歳出決算を認定（決算内容は広報１１月号に掲載）

残土置き場造成工事請負契約の変更締結

　契約の相手方　藤川建設有限会社

　変 更 前　５７，６４０，０００円　→　変更後　５４，４６８，０００円

　変更理由　事業量変更による減額

亀ヶ池温泉貯湯槽給排水設備改修工事請負契約の変更締結

　契約の相手方　四電エンジニアリング株式会社　原子力本部伊方支社

　変 更 前　８２，５００，０００円　→　変更後　８３，６３６，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

障がい者グループホーム新築工事（建築）請負契約の変更締結

　契約の相手方　堀田建設株式会社　伊方支店

　変 更 前　１２２，４５２，０００円　→　変更後　１４０，６６８，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

伊方町佐田岬防災センター新築工事（設備工事）請負契約の変更締結

　契約の相手方　伊方電気工事株式会社

　変 更 前　１６５，０００，０００円　→　変更後　１６７，３６４，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

四ツ浜（川之浜）漁港防波堤改良工事請負契約の締結

　契約金額　７５，６８０，０００円　契約の相手方　藤川建設有限会社

人権擁護委員の推せん
　佐々木　光昭氏　（湊浦）
人権擁護委員の推せん
　阿部　直子氏　　（名取）

　第７４回定例会が開催され、報告３件、補正予算３件、決算認定１０件、請負契約５件、人事２件、発議２件、

その他６件は、いずれも原案のとおり認定・可決・同意されました。

会　　計　　名 補　正　額 補　正　後

一般会計補正予算（第５号） 335,842 12,064,096

介護保険特別会計補正予算（第２号）　保険事業勘定 59,053 1,427,592

風力発電事業特別会計補正予算（第１号） 49,576 108,304

【主な決定事項】

（単位：千円）

９月定例会の動き 令和5年９月１２日～２１日

報　告

決算認定

契　約

人　事

補正予算
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
、
確
認

で
き
ま
す
。

亀ヶ池温泉対策特別委員会廃止

観光事業対策特別委員会設置（議長を除く１２名）

　委員長　阿部　吉馬　　副委員長　加藤　智明

伊方町障がい者グループホームの指定管理者の指定

　施設の名称　伊方町障がい者グループホーム　施設の所在地　川永田乙１８４番地

　指定管理者　社会福祉法人伊方福祉会　指定期間　令和６年４月１日～令和１１年３月３１日

議員派遣の件

　場所・・・長野県南箕輪村

　目的・・・子どもを安心して生み育てることができる環境の整備及び生涯元気で暮らせる地域づくりにおけ

る人口増加に向けた取組み、福祉制度及び子育て支援制度等に関する調査

議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査

議会改革特別委員会の閉会中の継続調査　　観光事業対策特別委員会の閉会中の継続調査

公共施設環境改善対策特別委員会の閉会中の継続調査

　

伊
方
町
観
光
振
興
計
画
（
戦
略
プ
ラ
ン
）

の
案
の
中
で
、
特
に
私
の
目
を
引
い
た
も

の
が
、
世
界
水
準
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
構
想
の

「
佐
田
岬
ト
レ
イ
ル
」
と
「
海
の
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
あ
っ
た
。

　
「
佐
田
岬
ト
レ
イ
ル
」
は
旧
集
落
道
を
活
か
せ

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
先
人
が
生
活
で
歩
い
た

道
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
を
新
た
な
観
光
・
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
活
用
で
き
る
大
き
な
可
能

性
を
も
っ
た
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
海
の
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
海
洋
生
態
系

に
よ
る
炭
素
吸
収
効
果
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の

促
進
、
ま
た
藻
場
育
成
に
よ
る
漁
礁
効
果
、
そ

し
て
ダ
イ
バ
ー
の
継
続
的
な
観
察
に
よ
る
生
態

系
の
変
化
の
把
握
に
も
大
き
な
効
果
を
期
待
で

き
る
事
業
で
も
あ
り
、
佐
田
岬
の
豊
か
な
海
の

恵
み
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
私
た
ち

の
世
代
が
取
り
組
む
べ
き
事
業
の
意
味
合
い
も

大
い
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
両
事
業
の
現
在
の
進
行
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
　
　

　

「
佐
田
岬
ト
レ
イ
ル
」
の
幹
線
コ
ー
ス

は
佐
田
岬
半
島
を
五
つ
の
区
間
に
分
け

た
五
コ
ー
ス
と
し
、
全
て
の
コ
ー
ス
の
踏
破
に

は
四
泊
五
日
を
想
定
し
、
各
区
間
を
分
割
し
て

歩
く
こ
と
も
可
能
な
コ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
三
ル
ー
ト
の
選
定
を
行
い
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
愛
媛
さ
だ
み
さ
き
ト
レ
イ
ル
」

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
十
月
を
目
途
に
、
「
佐
田
岬
ト
レ
イ

ル
」
を
町
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
県
外

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
。

　

「
海
の
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
昨
年
度
「
宇

和
海
の
海
を
知
る
学
び
の
会
」
の
開
催
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
に
よ
り
海
中
美
術
館

構
想
に
向
け
て
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
町
内
数
箇
所
の
海
中
調
査
を
行
っ

た
。
今
後
は
そ
の
経
過
観
察
、
検
証
を
行
い
な

が
ら
、
構
想
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
精
査
し

て
い
く
。

　

今
後
と
も
観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
地
元

関
係
者
や
佐
田
岬
観
光
公
社
と
連
携
し
て
、
佐

田
岬
観
光
の
魅
力
向
上
と
発
信
に
努
め
、
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
と
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

発　議

その他

一 般 質 問

清家慎太郎議員

大
綱
１

伊
方
町
の
自
然
を
活
か
し
た
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て

答

問
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
、
確
認

で
き
ま
す
。

　

町
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
」
を
基

に
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
計
画
に
お
い
て
「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と

し
て
掲
げ
る
重
点
取
り
組
み
事
項
は
、
今
後
必

須
と
な
っ
て
く
る
。

一
．
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
、
役
場
の
何
を
変
え
て
、

ど
の
よ
う
な
職
場
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。

二
．
役
場
内
の
情
報
共
有
を
し
っ
か
り
行
い
、

お
互
い
の
事
業
内
容
を
よ
く
把
握
し
、
連
携
す

る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

三
．
デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
ど
の
よ

う
な
業
務
を
担
い
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
成
果
を

出
し
て
い
る
の
か
。

　　　　　
一.  
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
活
用
に

よ
る
行
政
事
務
処
理
の
効
率
化
、
Ａ
Ｉ
議

事
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
事
務

作
業
の
削
減
、
テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
る
事
務
所
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方
な
ど
を

実
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
技
術
の
活
用
に
よ

り
職
員
の
負
担
軽
減
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　

二.  

以
前
か
ら
職
員
が
利
用
す
る
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
や
フ
ァ
イ
ル
共

有
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
お
り
、
業
務
内
容
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
各
種
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、
有
効
な

情
報
共
有
ツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　

三.  

本
年
四
月
か
ら
総
合
政
策
課
内
に
「
デ

ジ
タ
ル
戦
略
監
」
を
配
置
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
は
、
「
チ
ー
フ
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
」
の
略
で
、

そ
の
業
務
は
推
進
計
画
に
お
い
て
「
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
自
治
体
内
の
事
務
処
理
の
改

善
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
を
推
進
す
る
責

任
者
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

成
果
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
議
事
録
作
成
支
援
シ

ス
テ
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
庁

舎
内
の
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
整
備
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

よ
る
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
、
業
務
の

効
率
化
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
、
新
た
な
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら

D
X
を
推
進
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を

感
じ
、
町
内
外
か
ら
「
選
ば
れ
る
佐
田
岬
」
を

目
指
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）　
　
　

えひめ・佐田岬トレイルとは

遊歩道・町道・廃道などを活用し、

自然景観や文化など地域の魅力を

発見しながら徒歩で佐田岬半島を

横断する旅です。

全行程５つのセクションで構成さ

れており、全踏破は、伊方町役場

をスタートして最西端の灯台まで

４泊５日になります。

大
綱
１

伊
方
町
役
場
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

ＤＸとは？

　デジタルトランス

フォーメーションの略

で、直訳すると「デジ

タル変革」という意味

になります。

　デジタル技術を活用

し、組織や業務に抜本

的な改革を促し、人々

の生活をより良いもの

へと変化することを指

します。

田 村 義 孝 議 員

問答

一 般 質 問
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
、
確
認

で
き
ま
す
。

　

介
護
分
野
の
人
手
不
足
は
他
の
職
種
に

比
べ
て
深
刻
で
、
人
材
の
確
保
と
処
遇
改

善
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
人
間
関
係
、
労
働
力
に
比
べ
給
与
が
安

い
こ
と
が
原
因
で
、
離
職
率
の
高
い
職
業
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
、
独
自
の
支
援
も
必
要
不
可

欠
と
感
じ
る
。

一
．
今
年
度
、
新
し
い
対
策
や
支
援
を
し
て
い
る
、

も
し
く
は
予
定
は
あ
る
か
。

二
．
奨
励
金
の
制
度
を
始
め
た
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
町
で
も
始
め
る
予
定
は
な
い
か
。

三
．
介
護
職
等
に
従
事
す
る
人
材
の
育
成
を
支
援

す
る
取
り
組
み
を
、
現
時
点
で
予
定
、
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

　　　　　
一.  

昨
年
の
十
二
月
定
例
議
会
で
の
答

弁
を
踏
ま
え
「
伊
方
町
介
護
雇
用
創
出
事

業
補
助
金
」
の
交
付
対
象
者
を
「
町
内
で
介
護
事

業
所
を
運
営
し
、
介
護
職
員
等
を
雇
用
す
る
法
人
」

か
ら
「
福
祉
事
業
所
」
に
変
更
。
ま
た
、
補
助
対

象
職
員
を
有
資
格
の
介
護
職
に
限
定
せ
ず
、
職
員

等
に
拡
大
し
た
。
利
用
実
績
は
な
い
が
、
今
後
も

制
度
の
周
知
・
利
用
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
業
所
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
改
善
を
図
る
。

　

二.  

奨
励
金
を
継
続
し
て
福
祉
事
業
所
や
そ

の
職
員
に
支
給
す
る
こ
と
は
財
政
負
担
が
大
き
い

だ
け
で
な
く
、
処
遇
改
善
に
は
ま
ず
生
活
の
基
盤

で
あ
る
給
与
の
底
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
一
職
種
に
偏
る
の
は
不
公
平
と
な
る
こ
と
な
ど

の
問
題
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、
導
入
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
状
況

等
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。
一
方
、

町
内
の
介
護
事
業
所
が
新
た
に
雇
用
す
る
介
護
職

員
等
に
対
し
、
特
別
住
居
手
当
を
給
付
す
る
「
伊

方
町
介
護
職
員
等
家
賃
支
援
事
業
補
助
金
」
を
制

定
し
て
お
り
、
今
後
も
必
要
な
補
助
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
補
助
対
象
の
町
外
在
住

者
へ
の
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

三.  

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等
の
研
修
受
講
や
資

格
取
得
へ
の
支
援
は
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
必
要

と
考
え
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
資
格
者
が
増
え
る
こ

と
で
加
算
要
件
を
満
た
せ
ば
事
業
所
の
収
入
も
増

加
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
介
護
の
知
識
や
技
術
を
身
に

つ
け
よ
う
と
す
る
方
や
、
介
護
職
員
と
し
て
知
識

や
経
験
を
有
す
る
方
に
対
す
る
研
修
費
用
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
福
祉
事
業
所
等
の
職
員
を
交
え
た

意
見
交
換
会
を
通
じ
、
事
業
所
単
体
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
等
に
つ
い
て
、
意
見
集
約
・
調
整
を

行
い
、
経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
町
長
）　

大
綱
１

介
護
職
の
労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て

▼制度の紹介

「福祉人材雇用創出事業補助金」

交付対象者

　�町内で福祉事業所等（介護事業所及び障がい者福祉

事業所）を運営し、新たに職員等を雇用する法人

対象経費

　�新たに雇用した職員等に単一年度内において支払

う人件費、受講費用、労働の従事に要する費用

補助額

　同一年度内で月額５万円

▼制度の紹介

「福祉事業所職員等家賃支援事業補助金」

特別住宅手当

　�新たに雇用した職員等に給付する住宅手当に事業

所が上乗せして支給する給与

補助金交付対象者

　�町内で福祉事業所等（介護事業所及び障がい者福祉

事業所）を運営し、新たに職員等を雇用する者

補助対象経費

　�新たに雇用した職員等に支払う特別住宅手当（支給

開始後５年間分）

問答

加 藤 智 明 議 員

一 般 質 問
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質
問
の
全
文
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
、
確
認

で
き
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
、
町
の
主
要
施
策
と
し
て

各
部
署
合
わ
せ
て
継
続
二
〇
七
件
、
拡

充
十
五
件
の
事
業
に
加
え
、
新
規
で
六
〇
件
の

事
業
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
事
業
数
が
膨

れ
上
が
り
、
本
当
に
こ
の
量
を
こ
な
せ
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
る

の
か
と
心
配
に
な
っ
て
い
る
。
業
務
の
内
容
や

仕
事
量
を
す
べ
て
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
職
員
へ
の
負
担
が
年
々
増
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
必
要
と
な
る
の
が
、
選
択
と

集
中
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
考
え
方
で
は

な
い
か
。
事
業
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、
そ

こ
に
力
を
集
中
さ
せ
て
確
実
に
成
果
を
発
揮
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

十
分
に
活
用
し
、
現
在
行
っ
て
い
る
業
務
や
進

め
方
に
無
駄
が
な
い
か
精
査
し
て
い
く
作
業
も

必
要
。

　
ま
ず
足
場
を
し
っ
か
り
固
め
て
、
健
全
な
形

で
事
業
に
取
り
組
み
、
着
実
に
成
果
が
出
せ
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
効

果
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を
展
開
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
、
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

　

新
規
事
業
の
内
訳
は
、
土
木
事
業
等

及
び
単
年
度
で
完
結
す
る
備
品
購
入
や

計
画
策
定
等
の
業
務
委
託
な
ど
が
多
く
を
占
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
町
の
課
題
解
決
に

資
す
る
政
策
的
事
業
は
、
令
和
五
年
度
二
〇
事

業
、
令
和
四
年
度
十
九
事
業
が
新
規
事
業
。
一

方
、
事
業
の
廃
止
は
令
和
五
年
度
ゼ
ロ
、
令
和

四
年
度
四
事
業
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い

な
い
こ
と
か
ら
職
員
の
負
担
が
年
々
増
え
て
い

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
業

務
を
効
率
化
さ
せ
、
着
実
に
成
果
が
出
せ
る
環

境
を
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
見
直
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
や
効
率
性
、
参
加
人
数
、
費
用
対
効

果
な
ど
の
、
評
価
・
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
廃
止
・
統
合
・
縮
小
な
ど
を
積
極
的
に
検

討
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
不
要
ま
た
は
無
駄

な
業
務
の
見
直
し
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
事
務
量
の
削
減
や
事
務
の
効
率
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
の
確

保
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

限
ら
れ
た
職
員
数
で
、
必
要
な
新
規
事
業
に

取
り
組
む
一
方
で
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
適

宜
適
切
に
行
い
な
が
ら
、
職
員
の
負
担
軽
減
に

努
め
、
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
、
着
実
に
成

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
町
長
）

　
廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
校
舎
や
保
育
所

跡
地
な
ど
、
役
目
を
終
え
て
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
施
設
や
現
在
稼
働
中
で
あ
っ
て
も
極

端
に
使
用
頻
度
が
少
な
く
有
効
に
活
用
で
き
て

い
な
い
施
設
が
多
く
存
在
す
る
。
人
口
減
少
が

進
む
に
つ
れ
、
今
後
さ
ら
に
遊
休
施
設
は
増
加

し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
、
「
町
有
施
設
の
民
間
活
用
提
案
事
業
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
少
し
ず
つ

表
れ
て
お
り
、
非
常
に
良
い
取
り
組
み
で
あ
る

と
期
待
し
て
い
る
。

　
遊
休
施
設
の
利
活
用
及
び
現
在
稼
働
し
て
い

る
施
設
の
有
効
活
用
・
魅
力
化
を
ま
ち
づ
く

り
の
位
置
づ
け
と
し
て
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
、
ま
た
活
用
方
針
、
事
業
推
進
体
制
に
つ
い
て
、

現
在
の
取
り
組
み
内
容
と
成
果
を
紹
介
い
た
だ

き
な
が
ら
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

一 般 質 問

高 月 芳 人 議 員

大
綱
１

施
策
の
効
果
的
か
つ
計
画
的
な
実

施
に
つ
い
て

大
綱
２

町
有
施
設
の
利
活
用
・
魅
力
化
に

つ
い
て

問

問

答

町有埋立地の活用
・株式会社エムケー（広島県）
・賃貸住宅の整備
・全１０戸
  （1 階 1ＬＤＫ、2階 2ＬＤＫ）
・令和 6年 2月完成（予定）

八幡浜漁協伊方支所

白崎公園

建設地

( 6 )



臨時会が開催され、上程された議案は、原案のとおり可決されました。

令和５年度伊方町風力発電事業特別会計補正予算（第２号）

　歳出予算額　１０８，３０４千円

　補正前の歳出区分　工事請負費　補正後の歳出区分　委託料（風力発電所解体工事設計業務委託）

亀ヶ池温泉再建工事（建築）請負契約の変更締結

　契約の相手方　堀田建設株式会社伊方支店

　変 更 前　６７８，７００，０００円　→　変更後　６７５，００６，０００円

　変更理由　事業量変更による減額

亀ヶ池温泉再建工事（電気設備）請負契約の変更締結

　契約の相手方　株式会社デンカ

　変 更 前　１１７，５１３，０００円　→　変更後　１２０，３８４，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

　

町
で
は
町
有
財
産
を
有
効
に
活
用
し
、

町
の
均
衡
あ
る
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
た
め
「
伊
方
町
公
有
財
産
利
活
用
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
施
設
の
現
状
把
握
や

利
活
用
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
町
有
財
産
を
対
象
に
民
間
事

業
者
の
力
を
活
か
し
た
提
案
を
募
集
し
、
官
民

が
連
携
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
町
に
と
っ
て
は
財
産
の
有
効
活
用

や
財
政
コ
ス
ト
の
縮
減
、
地
域
経
済
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
に
と
っ

て
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
や
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
三
崎
支
所
へ
の
銀
行
・
商
工
会
の

設
置
、
旧
名
取
小
学
校
用
地
の
分
譲
の
ほ
か
、

旧
水
ヶ
浦
小
学
校
へ
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘

致
、
三
崎
支
所
へ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
、
白
崎

埋
立
地
へ
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
整
備
な
ど
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
民
間
事
業
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

賃
貸
住
宅
整
備
支
援
制
度
、
新
規
事
業
・
事
業

継
続
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
等
補
助
制
度
な
ど

の
各
種
支
援
制
度
を
整
備
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

事
業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
さ
ら
に
成
果
が

得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
町
が
抱

え
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
公
有
財
産
の
有

効
活
用
を
は
じ
め
「
産
業
・
雇
用
の
創
出
と
住

宅
の
確
保
」
な
ど
の
人
口
減
少
対
策
に
、
よ
り

一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。　
　
　

（
町
長
）

第６１回臨時会報告 令和5年１０月２３日

答

▼制度の紹介

「新規事業・事業継続チャレンジ支援事業等補助金」

目的
　�個人、法人及び民間団体等が地域経済の活性化及び地域の
一体的発展を図るため町内で実施する事業に支援する

補助額
　創業・企業支援事業…対象経費の 2分の 1
　（上限１００万円～３００万円）
　※新規雇用の人数により上限額が変動
　�事業継続支援事業…対象経費から１００万円を差引いた２
分の１（上限３００万円）

　�地域づくり支援事業…対象経費の４分の３以内
　（上限１００万円～２００万円）
　�雇用促進事業…町内在住の新規雇用者１人につき２５万円
以内、補助事業者ごとに１００万円を上限

▼制度の紹介

「民間賃貸住宅整備支援補助金」
目的
　�民間資金を活用した賃貸住宅の建設等を促
進することにより、良質な賃貸住宅の供給
拡大を図り、若者や子育て世代などの移住
及び定住を促進する

補助対象者
　�町内に賃貸住宅の新築又はリフォームを行
う個人又は法人

補助額
　�新築工事に係る建物本体工事に要する経費
の１０分の１（上限１, ０００万円）

　�リフォームに要する経費から２００万円差
引いた額の１０分の 1（上限５００万円）
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令
和
五
年
度
第
一
回
町
議
会
議
員
研
修
会
が
八

月
四
日
（
金
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

松
山
で
開
催
さ
れ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。　

　

三
谷
会
長
挨
拶
で
始
ま
り
二
人
の
講
師
の
講
演

に
入
り
ま
し
た
。
最
初
に
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
入
門
～

議
会
の
Ｄ
Ｘ
」
と
い
う
演
題
で
愛
媛
県
市
町
Ｄ
Ｘ
推
進
統
括
責
任
者
・
菅
原
直

敏
氏
の
講
演
で
し
た
が
我
々
も
議
会
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
取
り
組
む
等
し
て

他
の
自
治
体
に
比
べ
て
少
し
で
も
時
流
に
乗
り
遅
れ
な
い
様
に
頑
張
っ
て
い
る

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
全
く
と
言
っ
て
い
い
位
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
「
手
段
」
で
あ
っ
て
、
「
目
的
」
で
は
な
い
。

②
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
重
要
な
の
は
、
「
技
術
の
理
解
」
で
な
く
「
技
術
の
使
い

や
す
さ
」

③
す
べ
て
の
人
が
同
じ
技
術
を
使
え
る
こ
と
で
課
題
が
解
決
さ
れ
、
大
き
な
価

値
を
生
む

　

以
上
の
３
つ
が
大
切
だ
と
力
説
さ
れ
て
い
て
、
何
故
か
少
し
気
が
楽
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
話
で
あ
る
が
私
た
ち
の
幸
せ
の
お
話
を
し

ま
す
。
と
言
っ
て
会
場
内
の
雰
囲
気
も
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
の
目
的

と
し
て
住
民
目
線
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
主
な
目
的
と
す
る
事
が
大
事
だ

と
も
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

次
に
大
正
大
学
江
藤
俊
昭
教
授
の
「
議
員
報
酬
・
政
務
活
動
費
の
充
実
に
向

け
た
論
点
と
手
続
き
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
人
口
減
少
等
広
い
範
囲
で
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
自
治
体
に

よ
っ
て
条
件
が
か
な
り
違
っ
て
く
る
。
定
数
や
な
り
手
不
足
の
問
題
解
決
に
報

酬
の
見
直
し
を
取
り
上
げ
る
所
も
あ
る
が
議
会
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
が
大
事
だ
と

話
さ
れ
た
。
多
岐
に
わ
た
り
、
非
常
に
判
断
も
難
し
い
、
そ
し
て
デ
リ
ケ
ー
ト

で
あ
る
。
今
回
の
講
演
で
私
自
身
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
ヒ
ン
ト
等
も
た
く
さ

ん
頂
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
や
幅
広
く
専
門
家
の
方
達
に
も
ご
意
見
・
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
急
ぎ
す
ぎ
る
事
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
報
酬
・
定
数
の
論
点
は
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
将
来
立
候
補
し
活
動
が
し
や
す
い
条
件
整
備
を
し
新
し

い
議
会
を
創
り
出
す
為
に
も
今
の
内
に
議
論
す
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

と
っ
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
が
お
二
人
の
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
自
治
体
Ｄ
Ｘ
入
門
～
議
会
の
Ｄ
Ｘ

　
講
師
　
愛
媛
県
・
市
町
Ｄ
Ｘ
推
進
統
括
責
任
者
　

菅
原
　
直
敏

　

毎
日
、
新
聞
を
見
て
い
て
Ｄ
Ｘ
と
い
う
文
字
が

な
い
日
が
な
い
。
そ
れ
位
、
今
は
Ｄ
Ｘ
最
盛
期
と

い
っ
て
い
い
。
Ｄ
Ｘ
と
は
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

い
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

へ
と
変
革
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
も
、
住
民
本
位
の
行
政
・
地
域
・
社
会
等
を
再
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
共
生
社
会
実

現
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
・
・
・
・
・
・
。

〇
議
員
報
酬
・
政
務
活
動
費
の
充
実
に
向
け
た
論
点
と
手
続
き
　
　

　
講
師
　
大
正
大
学
社
会
共
生
学
部
　
公
共
政
策
学
科
教
授
　
江
藤
　
俊
昭

　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
町
村

で
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
九
二
七
町
村
の
中
で
、二
％

ほ
ど
で
、
額
も
月
一
万
円
以
下
が
多

い
。
当
然
と
い
っ
て
い
い
の
か
愛
媛

県
内
で
、
政
務
活
動
費
を
条
例
化
し

て
い
る
町
村
は
な
い
。
議
員
は
常
勤

で
も
非
常
勤
で
も
な
く
、
議
員
の
身

分
規
定
（
公
選
職
）
は
ぜ
ひ
と
も
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
議
員
の
「
な
り

手
不
足
」
は
、
女
性
や
若
者
の
政
治

進
出
な
ど
の
政
治
の
多
様
性
に
よ
っ

て
解
消
さ
れ
る
。

「
第
一
回
町
議
会
議
員
研
修
会
」
に
参
加
し
て

八
月
四
日
　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
て

研修レポート - 令和５年度第１回町議会議員研修会 -

木 嶋 英 幸 議 員

末 光 勝 幸 議 員
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 委員会（協議会）報告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　　　要

８月２９日
議 員 全 員 町の委託業務について

議 会 運 営 第７４回定例会の運営について

９月　５日
議 員 全 員

1.	交通安全・防犯対策補助事業について　

2.	令和４年度伊方町継続費精算報告書について

3.	令和４年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

4.	亀ヶ池水質環境改善対策について

5.	新型コロナウイルスワクチン接種（オミクロン株対応）について

6.	障がい者グループホーム新築工事（建築）請負契約の変更締結について

7.	伊方町障がい者グループホームの指定管理者の指定について

8.	伊方町認知症対応型グループホームの整備について

9.	亀ヶ池温泉貯湯槽給排水設備改修工事請負契約の変更締結について

10.	残土置き場造成工事請負契約の変更締結について

11.	四ツ浜（川之浜）漁港防波堤改良工事請負契約の締結について

12.	令和４年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価報告書について

13.	令和５年度伊方町一般会計補正予算（第５号）概要

14.	八幡浜漁業協同組合財務改善計画の完了及び実績報告について

産業建設常任 観光公社の運営について

９月１２日
議 会 運 営 第７４回定例会の運営について

議 員 全 員 観光事業対策特別委員会設置に関する決議について

９月１５日
合 同 常 任 令和４年度一般会計及び特別会計決算審査（総務文教厚生・産業建設）

議 員 全 員 伊方町佐田岬防災センター新築工事（設備工事）請負契約の変更締結について

９月２１日 議 会 改 革 議員のなり手不足への対応について

１０月１９日 議 会 運 営 第６１回臨時会の運営について

１０月２３日 議 員 全 員

1.	消防署新分署の候補地と第一分署の移転について

2.	障害児通所支援施設の設置について

3.	伊方風力発電所解体事業について

4.	亀ヶ池温泉再建工事請負契約の変更締結について

5.	伊方町下水道事業の地方公営企業法適用について

＼佐田岬防災センターが完成しました／

　複合災害等により避難路が使えなくなった場合を想

定し、主に正野地区住民が安全に一時避難できる施設

を整備することを目的として、放射線防護対策を備え

た施設を整備しました。

　所在地：伊方町串 1番地 1

　建物の規模：鉄筋コンクリート造　2階建て

　収容人数：147 人

　主な設備：非常用発電機、燃料タンク

　　　　　　空調設備、換気設備、フィルタ設備

　備蓄品：�７日分（�水、アルファ米、備蓄パン、毛布、

簡易トイレ）

( 9 )



８月２３日 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会定例会（大洲市）

９月１１日 知事との意見交換会（八幡浜市）

９月１３日 株式会社 TREASURY 三崎オフィスオープニングイベント

９月２０日 愛媛県町村議会議長会第２回全員協議会（松山市）

９月２３日 町見人権学習会

９月２８日〜２９日 四国四県町村長・議長大会（香川県）

１０月１３日 第６１回四国地区町村議会議長会研修会（徳島県）

１０月２１日 愛媛オレンジバイキングス公式戦

１０月２６日〜２７日 第４９回愛媛県中央集会（東京都）

１０月２８日 ねんりんピック開会式（松山市）

１０月２９日 ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３・サイクリング佐田岬２０２３

議長の動き（主な内容） 

現地視察【９月定例会終了後】

第１回町議会議員行政視察  - 長野県南箕輪村 - 　

菊池議長挨拶 福島副議長挨拶

　９月２１日本会議終了後、委員会協議会合同による現地視察を実施しました。

　改修工事中の亀ヶ池温泉及び三崎支所内に開設した株式会社 TREASURY のサテライトオフィスの

２箇所を視察しました。

伊
方
議
会
だ
よ
り
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